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絵 を 読 む 詩

R．S．　Thomas ，

s　Painting−Poems

龍　野　武　 昌
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（序）

　R ．S．　Thomas （1913−2000）は 、 自分の 過去を切 り裂 くよ うに して
、 詩人 と して の 遍歴

を続けた 。 強烈 な 自己否定 が新 しい創造を促 した 。 こ の 自己抹殺の 根底に は 、 内向的な 自

分が内 へ 内 へ と引き こ も っ て ゆ けば 、 自己満足だ け は増殖 して も、 新生 は妨 げ られ る と い
　 せい さ つ

う省察が あ っ た 。 ふ りか え っ て み よ う。

　（1 ） 1942年 、 北 ウ ェ
ール ズ の 高地 の 僻村 マ ナ ボ

ー
ン に赴任 した若 い 司祭は 、 神見捨て

給い しか ？と疑わ れ るよ うな不毛 の 耕地で 、 黙 々 と して 、 実 りうす い労働に 明け暮 れる農

民た ち の 日 々 に接 して 、自分が抱い て きた宣教の 夢 と現実 との 落差 に 驚か される。イ ン グ

ラ ン ドとの 戦 い に破 れ 、 追 われ追わ れて 、 辛 うじて 辿 りつ い た こ の 土地に 、
へ ば りつ くよ

うに して 生 き る ウ ェ
ー

ル ズ の 人 々 は 、 民族 の歴史　　自分 た ち の 言葉 さえ もうばわれ た民

族の 、 陰惨な 、 絶望的な姿を、自らの なか に 凝縮 したか の よ うで あ っ た。学校 を出たて の
わか ぞう

若造 の 、 こ ざか しい神学 の 知識だの
、 教科書的な紋切り型 の 慰め の 言葉な ど 、 全 く受けっ

けな い 過酷な現実 に 直面 した時、神 に 見捨て られ た よ うな こ の 場所で 、 「神 は愛 な り」 と

説 く、 自らの 言葉 の うとま しさ に 、 驚 く。

　（2） Manafon
，
　 Eglwysfach と 、 僻村 の 教区を牧 し な が ら、 心開か ぬ

、 頑迷 な 農民の

もとを、こ まめ に尋 ね る 。 彼 らに対す る愛憎相なか ばす る心を描 い た詩が 、 よ うや く世問

の 評価をえ るよ う に な る と 、 あれ は 、 ウ ェ
ール ズ の 宣伝 に す ぎな い 「不純 な詩」で あ っ た

　 　 　 　 　 　 　 だんが い

と、 自ら自作を弾劾す る 。

1 ）

　（3） そ して 、 ス リ ン 半島の はずれ 、 そ こ が牧師 トマ ス の 最後 の 任地 とな っ た ア バ ダ ロ

ン の 教会 に移 っ て か ら は、過去 の 詩業を か な ぐり捨 て て 、 隠れ て い ます神 の 沈黙 の 言葉 に

耳を澄 まそ うとす る 。 そ の ため に 、 世俗の 噪音を遠ざ け、 孤独 な祈 りの生活 へ と 自らを幽

閉 した 。 こ う して生 まれ た神 と の 交信 の 記録 一 そ の 殆ん どは 、 返辞 ももらえ ぬ手紙の数々

を 、 数冊 の詩集 と して残 す 。 しか し、 こ の 交信の 記録 の 最後 と も思 え る詩集Frequencies
　 　 　 　 ち よ っ ぴ

（1978）の 棹尾 を飾 るはずの 詩
‘
Pilgrimage

’
で は 、 こ ん な不信仰な 時代に 、 ま た 、 自分

み た い な人間に と っ て 、 神とは所詮闇に す ぎな い の か 、 と、 自分 の 営為 を切 り捨て て 、 振

り出し に戻 っ た 自分を確認す る 。 詩 は 、信 と不信 の は ざまに揺れ る精神 の 記録 に とどま っ

たが 、 神の 前 に 只ひ と り立 っ 「単独者」 と して 、 神か らの メ ッ セ ッ ジ を受け取 り直 し、宗

教的真理 と は 、 自分と神 との 孤独な対決 の なか に の み存在する こ とを確認す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す ま い

　1978年 、 公職を しりぞ い て か ら、 1981年、Sarn−y−Plas　
2 ）

の 岩室 の よ うな住居 に移 っ て 、

詩人 は 、 意表 を突 い て 「絵を読む詩」 二 冊を公刊す る 。 即 ち 、 Between　Here αnd 　 Now

（1981） とfngrowing 　Thoughts （1985）で あ る 。 意表を突 く、とい う表現は不適切で あ る
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か もしれぬ 。 トマ ス 夫人 Mildred　Elsi　Eldridgeは著名な画家 で あ っ た し、 トマ ス 自身、

こ れ ま で に も三 篇の Painting−POems を発表 して い るか らで ある。

3）

　前者Between 　Here 　and 　IVow は 、
　 Germain　Bazin編著 『ル ーヴ ル 所 蔵 の 印象 派絵画」

（Jmpressionist　Pα intings　in　 the　Louvre ，
　 Thames　 and 　Hudson

，
　London

，
1958）か ら選

ん だ 33枚 の 絵を 、 後者fngrowing　Thoughtsは Herbert　Read著 Surreαlism （Faber　and

Faber
，
　LQndon

，
1936）、 同じ くHerbert　Read 編 4r古 now ： αn 　introduction　to　the　theory

of 　modern 　p αintingαnd 　sc磁ρ郎 厂e （Faber　 and 　 Faber，　 London ，
1948） の 二 冊 か ら選

ん だ21枚の 現代絵画 を 、 それ ぞれ左頁に配 し、 そ の 絵に よ っ て 触発された詩人 の 思い を 、

短 い詩に して 右頁に 副え た 詩集 で あ る 。

　Helen　Vendlerは 、 トマ ス の 変身ぶ りを 、 長い 間ウ ェ
ー

ル ズ の 荒野 をさ迷い続 けた詩人 ・

牧師が 、公職を しりぞ い て 、
ヨ ーロ ッ

パ 絵画 とい う豊饒 の 野に遊ん で 、 しば し解放 の 歓び

を味 っ た の だ、と評 して い る♂
）

た しか に、 こ れ ま で の 人生 の主要 な関心事だ っ た ウ エ ー

ル ズ へ の 思 い や司祭と して の 立場を忘れ て 、 トマ ス は芸術の 沃野に遊 びえた か もしれ ぬ
。

しか し、 そ の豊饒 の 野 に 咲 く一枚 の 絵 と い う
‘

appearance
’

か ら 、
こ の 詩人が ど の よ うな

実相を読み と っ たか ？そ れを問 うの が本稿 の 目的 とな ろ う。 （こ の 稿 で は Between 　Uere

αnd 　No ω の 作品 の み を対象と し、 文中BHN と略記す る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　BHN 第
一
部 IMPRESSIONS に おさめ られた33篇 の Painting−Poems に 共通 して 言 え る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ろ

こ とは 、 印象派の 絵画で ある に もかか わ らず 、 色づ かい
、 筆つか い、 とい っ た技巧面は疎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ う

か 、 作者や作品の 背景 と い っ た 、 い わ ゆる 「通」 と称す る連中の 意見 な ど見向き もしな い

で 、

一
直線に

、 そ の 絵の 主題　　そ の 絵が詩人に 語 りか けて くる 「意 味」を追求 して い る

点で ある 。 画家の 意図か らすれば、当然批難 されて 然 る べ き コ メ ン トをはさみ、歪 曲され

た 、 と も思え る意味 を抽 きだす 。 そ の 辺の 批難は十分計算に 入れ なが ら も、 絵画に は 、 傍

若無人な解釈 に堪え る だ けの 可塑性が あ る 、 と 自己 弁護 を忘れ な い ♂
）

　Bazinの 原本で は カ ラ
ーで あるが 、 トマ ス の詩集 で は モ ノ ク ロ に な っ て い る 。 （唯

一一一
の 例

外 は Degas ： ve。 men 　fr。 ning ．）それ か ら推 して も、詩人の 意図が ど こ に あ っ た か は明瞭で あ

る 。 しか し こ の こ とは 、 絵画の 技法 を全 く無視 した こ とに はな らない の が 、
トマ ス の 詩の

特徴で ある 。 と言 うの も、 こ の 詩集 に お ける字 くば り、 押韻 、 名詞 どめ 、 と い っ た言葉 の

うえ で の 配慮に は 、 絵画 に お け る構図 、 筆の運 び に ま で 思 い を馳せ て い る か の よ うな
、 綿

密な気 くば りが読み とれ るか らで あ る。

　左頁に縮小 された 白黒 の 絵が ある 。 絵 の 方が本命か と思 う。 と こ ろが 、 そ の 絵 を本当 に

「見直す」 の は右頁の 詩 を読ん で か らに な る 。 い つ の 間に か詩が本命 に と っ て か わ っ て 存

在価値 を増す 。 詩は 、

一
頁にお さまる ほ ど、

いずれ も短 い 。

一 目で絵 と詩の両方を目に お

さめ る こ とが で きる 。 巻頭詩
‘Monet ： Lady 　with α P α raso ！

’
か ら巻末の

‘
Renoir： The

Bathers
’

に 至 るまで 、主題 は圧倒的に 女性で あ る。

　 トマ ス が フ ラ ン ス 印象派の 絵画に 着 目 した時 、 「感覚が把握 し、 理解 した もの こ そ、信

じる に 足 るす べ て 」だ とする 、 現象を最優先す る哲学の 流れを逆手に取 6 て い た 。 外見や 、

瞬時 目をよ ぎる もの が 印象 と して 定着 され、それ が実体だ とす る考え方か らすれ ば 、
‘

ap −

pearance
’

は大切で あろ うが 、
ス リ ン 半島の はずれ、 ア バ ダロ ン の教会 に赴任 した頃、 ト

マ ス は 、 求め て も見 い だ しえ ぬ 万物 の 根源者、 か くれて い ます創造主 なる神を求 めて 祈 っ
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て きた 。 少 くと も、 不在 の 神 の あ か しを、現象世界の 奥ふ か く に尋 ね よ うとして きた 。 光

と影 とい っ た あ らわれ の世界に の み関心 が 向け られ る余 り、 絵 の 主題喪失に お ち い っ て し

ま っ た絵画の 流れに対 して 、 トマ ス は 、 色彩を消 し 、 み か け の 奥に ひ そ ん で い る はず の

「別の 何か」 を 、 こ の 詩集で も追 い 求め る こ と に な る 。 そ の 意味で は 、
こ の 詩 集 も亦 、そ

れ に先立 つ H ’
m ，Laboratories　of 　the　Spirit，　Frequenciesの 延長線上 に あ る と言 っ て も

過言で はな い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　巻頭詩
‘
M 。ne 七： Lαdy ω ithα Parasol’を採 りあ げて み よ う 。 （図版 1 ） こ の 絵 に は

LαdN　with 　a 　P αrαsol 　tumed 　toω α rd 　the　right （1886） と、そ の 姉妹作で あ るL αdy　with

aP αrαsol 　tumed 　toω ard 　the　left（1886）が あ る 。 原画の 標題か らもわか るよ うに 、
モ

ネの 意図する と こ ろ は 、 左右の 別角度か ら照射 さ れ る光と影 の 効果 とい う、
‘

appearance
’

の 世界 に ある こ とは明瞭で あ る 。 トマ ス が選ん だ絵 は前者で あ る。 こ の 時期の モ ネ の 作品

に つ い て 、 Michael　Levy は 、 「光が ス ク リ
ー

ン とな り、 それを通 して 万物が見 られる 。 細

部 は そ の 衝撃で 砕け散る」 と言 う。

6）
た しか に 、 こ の 絵に はdetailが な い 。顔 の 表情 もさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だかで はな い 。 ガ ウ ン の 線 も二
、 三 本。

パ ラ

（図版 　 「）

ソ ル に も飾 りは な い
。

モ ネ は
、 光の 外面的効

果 を追求す る余 り、 絵の 主題の 内面的 な もの

にっ い て の感覚を失 っ て しま っ た 。 内部か ら

外部へ と押 しだされ て くる もの が な い 。
パ ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かげ

ソ ル の 内部 に だ け深 い 翳が あ る 。 そ れ が 女性

の頭や胸に まで 及ぶ
。

こ の 翳の 部分に こ そ詩

人 の 想像力 は働 く。 細部が ぼか されて い るが

た め に 、
い っ そ う自由に 、 女性 の 多面性を読

み と る場が与え られ た 。 原画 の 標題 を端折 っ

て 、
‘L αdy　with α P αrαsol

’
と した時 に 、

詩人 トマ ス の 読み は、は っ きりと方向づ け ら

れ て い た 。

　 こ の 標題 か ら連想 され る婦人像 は 、 Jane

Austin張 り の 優雅な貴婦人で あ る 。 しか し

トマ ス は、は じめか ら、オ ーソ ド ッ ク ス な連

想を打 ち砕 く。
・詩の 全文を掲 げてお こ う。

Why 　 keep　the　sun

from　 the　 head，
　 when 　 the　 grass

is　a 　fire　about

the　feet？ She　wields 　her　umbrella

from 　fashion，　a 　not

七〇〇　serious 　shield 　against

summer
’
s　 unreal 　 missi ユes ．　 She

　頭 上 か ら降 り注 ぐ太 陽 の 光 を パ ラ ソ ル

　 　 　 　 　 　 さえぎ

（para −sol ）で 遮 っ た と こ ろ で 、 足 も と の 草

は、照 り返 しで 火 の よ うに燃 えて い る の だか

ら、何の 意味 もな い じ ゃ な い で すか 。 頭か く

して 尻か くさず 。 流行の パ ラ ソ ル な んか さ し

て 、 お上品ぶ っ て 、 貴婦人の つ もりか知 らん
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は

けど 、
い ず れ バ ケ の 皮は剥が れ ます よ 一 ト

マ ス
ー流 の 皮肉な質疑 （Why ） で 詩 は始ま

N 工工
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is　brown　already ．　 What

she 　carries 　is　a 　pretence

明星 大学研究紀要
一
人文学 部 一

at 　effeminacy ，　a　borrowing

from 　the　mystery 　shadow

concocts ．　 But　 that　 arm

is　sturdy ，　the　carriage

erect ，　 the　bust　amp 工e　enough

for　a　peasant 　to　 lay　his

head　there，　dreaming　of 　harvest，

No．41

る 。 そ れ が証拠に
、 用語が急変する。 標題の

、

お上品 な パ ラ ソ ル が 、 実用 的 な Umbrella

（小さな影） へ とす りか え られ 、 優雅 な貴 婦

人 は 「ミ サ イ ル に 見 た て られ た 」 （unrea ユ

missile ）紫外線 に 対抗 して 、 そ の umbre ユla

を 「楯 」 （shield） と し て 「ふ りか ざす」

（wield ）。 （
‘
shield

’
に は被爆を防 ぐ地下濠 の

意味 も加味 され る 。 ） こ う して 十八 世紀の 優

雅な社交界 は核戦争の 場に変わ る 。

　要 する に、 トマ ス が選ん だ言葉 は、 こ の 絵

の タイ トル か ら連想 され る言葉の 領域を 、 は

るか に逸脱 して い る の で あ る。 武具をふ りか

ざすに は 、 よ ほ どの筋力が必要で あ る 。 こ の 貴婦人 は 、 弓を引 くの に 邪魔 に な る、とい う

理 由か ら、 右 の 乳房 （m α20s ）を切 りと っ た と い われ る 、 勇敢 な ア マ ゾ ン
、 乳房な き女 へ

と変身す る 。
パ ラ ソ ル な ど、 もはや不要 。 「既 に十分、 こ ん が りと日灼け して い る」（She　is

brown 　already ．）の だ か ら。 （オー
ス チ ン 時代 の 貴婦人が 日灼け して い る はず が な い

。 日

灼け が 女性美 の ひ と っ に な る流行 は、 1932年 、 eoco　Chanelが フ ラ ン ス 南部に 土 地 を求 め

て 肌 をや い た こ とか ら始 まる 、と言 う。）
5〕

　 となる と 、 事情は一変 する
。

“Wh ジ の 問 い に 対す る解答 は次の 4行 。

“ Wha 七 she 　car −

ries 　is　a　pre七ence ／at 　effeminacy ，　a 　borrowing／ from 　the　Inystery 　shadow ／ con −

cocts ．
”
彼女が手に して い る 「持 ち物」、 また 、 後に出て くる

“

carriage
”

の 意味を添え れ

ば 「彼女の 身 の こ な し」は 、 「女の か よわ さ」（effeminacy ）の 「見せ か け」 「見 せ び らか

し」（pretence）、 「神秘な翳が で っ ちあ げた」（concocts ）「借 りもの 」 （borrowing ） にす

ぎな い
。 女性 の 気取 り、 見え に対する苛歛誅求と で も言う べ きか ？舌鋒 は鋭 い

。 それ が ま

た 、

一
転する 。

　 「しか し、 その 腕 はた くま しく、 身 の こ な しは、 し ゃ ん と して 、
ふ くよか な胸 に ほ、そ

こ に 農夫が 頭を横たえ 、 収穫を夢み る に ふ さわ しい 、ゆた か さが あ る 。 」 な よ な よ した女

性像 は、万物 の 母なる大地の女神、デ ーメ ー
テ
ー

ル へ と変身す る 。

　 4行 4連か ら成 る こ の詩 に は、脚韻 もな い
。 トマ ス は 4語 1行 の っ くりを意図的に した

と も思 える。 全 16行中ユ0行 まで がそ うで ある 。 4 っ の ス タ ン ザ に は起承転結 の 動 きがある。

冒頭で 見か けや通念 に 対す る疑問が だ され、承 とな る第 2 ス タ ン ザ で は 、 用語 の 微妙なズ

レ に よ っ て 変化が暗示 され 、 転 に到 っ て 、 見か け の 嘘を語 り、 結 に到 っ て 、 見か けの 奥 に

ひ そ む女性本来 の 実相を描 く。 各 ス タ ン ザ は句ま たが りで 次の ス タ ン ザ へ と流れ込むか ら、

節 目だちはぼ か され る。 行頭で frDm ／frorn／fr。m ／f。r ，　is／is／ isと、行頭韻に こ

だわ る 。 更に 、 音の 束 、 k壑｝p ，　f壁 t
，　sh 旦，　w 並ld，　sh 並ld，　dr堕 ming ，　effeminacM ，　mysterM ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て つ

h盟 d，p里 sant
，
　 a 工r里 dyな ど、 こ こ まで音 を点綴され る と 、 詩人 は、印象派の 点描画法を、

詩 の なかで言葉を通 して実験 して い るよ うに も思え る 。

　外見 や通念か らみれ ば貴婦人と して 受けとれる
一

枚の 女性像 も、 通念 を遠ざけ 、 神秘の

ヴ ェ
ール を剥 ぎと り、 虚飾 をと りさっ て み る時、 腕 （that　 arm ） とな り、胸 （the　 bus七）

と な り、 収穫を夢み る男た ち の 頭 （the　head） を憩わせ る枕 となる 。 大地に深 く根ざ した、

骨太 な女性の 一
面に つ きあ た る 。 こ うして トマ ス は、女性そ の もの に包み こ まれ て い る 、

N 工工
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複雑な多面性 を描 くこ とにな る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘Degas： Mademoiselte　Dihau　αt　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Piαno
’

（BHN ，
　P ．25）を採りあげて み よ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （図版 2 ）社会的慣習に しなや か に対応 す る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外向き の 自我と 、 内に 秘め られ た 、 確固た る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面的自我と の 微妙な 葛藤を 、 詩人 は こ の 女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 性像の なか に読み とる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ の 絵 で Mademoiselle 　Dihauは 、
ピ ア ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 前 に坐 っ て 、 見 る者に背を向け て い るが 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 視線は左 の 肩越 しに 、 絵 の外 の
一

点 を見 っ め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て い る。 そ の まなざしか ら 「何を演奏 しま し ょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うか ？」 と、画面 の 外 の 聴衆 に 尋ね て い るか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の よ うに みえ る 。 しか し、 他人の 思 わ くを問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うて は い る もの の 、 女性 の表情に は 、 人に意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 見 を聞 くまで もなく、 自分の うちに 、 は っ き

　　　　　　　 （図 版　2）　　　　　　　 りと した音楽が熟成 して い る 。 落ちっ い た マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホ ガ ＝ 一色 の音楽が
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そ れで 、 彼女が 演奏する はず の 音楽に聴 き

　　Asking　us　 what 　she 　sha ユl　play ？　　 入 る 前に 、 詩人を含 め た 、 絵 を見 る人 々 は 、

　　　　But　she 　is　 her　own 　 　 　 　 　 音楽そ の も の で あ る彼女 に聴 き入 っ て しまう

　　music
，
　 calm 　rather 　than　　　　　 の で ある 。 そ れは 、 さな が ら、 秋の昼 さが り、

　　　　sad ，　 mahoganiy 一　　　　　　　 果樹園全体が甘い 香 りを はな っ
、 枝 もたわわ

　　toned．　　　　　　　　　　　　　　 に み の っ た 、

一
年 の み の りに耳 を澄 ませ る よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うな もの
。

　　　　　We 　 listen　 t。　 her　　　　　　　 こ こ で 女性 は、わ れわれ が手を伸ばせ ば 、

　　　　as ，　 on 　an 　 aftern 。Qn 　　　　　　 もぎとれ そ うな 、 太1場の 光で光沢 を増 した、

　　in　September ，　 the　garden　listens　　 熟れ た果実 へ と変身す る 。 しか し、ど っ こ い
、

　　　　to　 the　 year 　ripening ．　 Almost　　そ うは ゆか な い 。 画面 い っ ぱ い の 彼女 の 顔、

　　we 　could 　reach 　 out 　 a 　 hand　　　　 そ れ に ま さる ともお と らぬ 大きな譜面。 とび
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た 　 　ね

　　　　for　the　mellow −fleshed
，　　 　　 だ した眼は、す っ ぱ い （tart）りん ご の 種子

　　sun −polished　fruit　 　 　　 　　 　 　 の よ う 。 譜面は 、 私の 「私有地」 に、っ まり、

　　　　that　she 　 is．　But　her　eyes 　　　 禁断 の 内な る世界 へ
、 ずかずか踏み込 まな い

　　are 　the　seeds 　 of　a 　tart　　　　　　 で くだ さい 、と、警告を発す る標式 の よ うで

　　　　apple
，
　 and 　the　score 　a　 notice 　 あ る 。 最 終行 の

“

owned
”

は 、
二 行 目の

　　against 　trespassing 　upon 　　　　　　
“
she 　is　her　own

”
と呼応 して 、 表向 き は人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な んび と

　　　　land　so 　privately　 owned ．　　　 あた りの よ い こ の 女性に も 、 何人 も犯 しが た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い
、 手を伸ば して もつ か みとれな い 確固たる

内面世界が ある こ とを暗示す る。

“
tart

”
に は 、 「身持ち の 悪 い 」 の 意味を添 えれ ば 、 外面

女菩薩内心女夜叉の た ぐい で 、 思 い が けな い 方向へ とずれ て ゆ く可能性もあ る 。
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

6 明星大学研究紀要
一人文学部

一 Na41

（図 版　 3）

　 　 　　 TO　me 　innOCenCe

is　its　皿 eaning ．　 If　the　lips

opened 　a 　little，　blessings

would 　come 　forth．　 Those　eyes

have　looked　upon 　evil

and 　not 　seen 　it，　 Her　young 　being

waits 　 to　 be　 startled

by　 the　sweetness 　in　reughness

of 　 hands 　that

with 　permitted　boldness

will 　 remove 　her　bark

to　 show 　 under 　how 　 smooth 　 a

tree　temptatien　can 　shelter ．

（4）

　　
‘
Degas： Portrait　 of α 　Young　Woman

’

　（図版 3，BHAI ，　 P ．21） で は 、 画家 が 意 図 し

　た もの は 、 色 の 明暗、 人物の 頬に さす光 と影

　で あろうと思 うが 、 詩人 と して の 私 、 トマ ス

　に とっ て 、 こ の絵が意味す る もの は 「純潔」

　で ある 、 と切 りだす 。

I　irnagine　he　intended

other 　things：　tQnal

values
，
　 the　light　and 　shade

of 　 her　cheek ．

　そ う主張 しなが ら．も、 そ の少女の 無垢 、 純

潔が 、 束 の 間 の もの で あ り、 純潔そ の もの が

宿 して い る 「魔性 の 誘惑」 の 芽を重 ね ざ るを

え な い 。

　それ が証拠に
、

“To　 me
”

以下、 こ の 少女

の
“
inn。cence

”
を描 く詩 の 文 構造 に着 目せ

よ 、 と Helen　 Vendlerは 言 う 。 （Vendler，

P．61）各行の 行末は、悉 く名詞止め で あ る。

次行 の 動詞へ と跳ぶ 前 に、主格 はため らっ て

い るか の よ うだ 。 意味は純潔だ と判定は して

みた もの の 、言 っ た そ ばか ら 、 詩人の 心 の 中

で は 、 純潔 だ 、 けがれだ と、 もの ごとそ ん な

に す っ ぱ りと割 り切 れる もの な どあ りは しな

い
。 二 項対立 は眉唾物。 詩人 は 、 自分 の 意味

づ けに 対 して 、 早 くも、 キ ル ケ ゴ ール 流 に言

え ば、修正 を迫 られ る 。 文 は戸惑 い 、ゆ らい

で い る の で あ る。 純潔それ 自体に宿る魔性の

さ そ い の 存在を読み と っ た詩人 の 心が映 しだ

された、文の 乱れで ある 。

　少女 は、 よ こ しまな世界を 「見 て も」 （have　looked　 upon ）、 「観て は お らず」 （not

seen ）、 こ の 動詞 の 使い わ けに も、「見 つ つ も観ざ りき」少女 の 純潔 の
、

一
瞬に して くず れ

そ うな 、 あぶ な っ か しい均衡が揺 れて い る 。 第 2 パ ラ グ ラ フ は 、 それ故 、

“ innocence” で

始ま り、
“
temptation

”
で 結ば れ る。 純潔 と誘惑 と が 紙一重の 背中合 わ せ で 存在す る若 き

少女 の 秘密 を、詩人 は 、 迷宮を思 わせ る複雑な文章で語 る。

　木の イ メ ッ ジ を導入 した こ とで 、 ギ リシ ア神話の Daphneへ の 連想がふ くらむ 。
ニ ン フ ・

ダフ ネは ア ポ ロ ン に 追われ 、 そ の 手を逃れ よ うと祈 っ て 月桂樹に 変身 さ せ られ る 。 変身以

外 に純潔を保 っ 術が な か っ た神話世界を と りこ みなが ら、 詩人 は 、 純潔を保 っ たはずの木

そ の も の が 、 荒々 し くもや さ しい手で 、 樹皮をはが され 、 純潔 の 下に か くされ て本来ひ め
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られて い たやわ らかな誘惑 が 、 純潔を中和緩和 して ゆ く変化
一 女性 の もつ 多面的本質の

熟成を描 く。

　こ う い う扱い方は 、た とえば
‘
Gauguin： Lα Belle　Anqele

’

（BHA ［，　P．61）の場合で も、

表面は文明的 と見え る もの の背後 に ある 、 女性特有の 原初的、異教的 「他者」の 発見 とな っ

て あ らわれ る。
い ずれ に して も トマ ス は 、対象 とな っ た絵の 人物 に 、固定 した意味を置 こ

うとは しな い 。 女性の なか に あ るか くれ た他者 の 存在 を描 きなが ら、 女性の 不思議 に注 目

する。

（5）

　　
‘
Toulouse−Lautrec ： 」αne 　 Avril　 D αncing

’

　（BHj ＞
，
　 P．67，図版 4）に添え た詩は短 い 。

Such　daring！

　　With　 the　 couple 　 in　 the　 corner

looking　at 　one 　another

for　approval ，

　　　　　　All　up 　to　the　neck

in　their　conventions ；

　　　　　　　　　　　she 　only

　　　　showing 　the　knees

by　which 　some 　would 　gain　entrance

to　heaven．

（図版　4）

な ん て 　は した な い ！

隅に は　お上品ぶ っ た紳士、淑女

見 っ め合 っ て 　互 い の 賛同を　と りっ けよ うと

して い る Q

　　　　　　ど い つ も　 こ い っ も　首まで 　ど っ ぷ りと

因習に っ か っ た連 中 ；

　　　　　　　　　　　踊 り子 だ けが

　　　　膝 もあ らわ に 　踊 っ て い る

そ の 膝で 　肉慾 の 天国 へ の 切符を手にす る手あい もい るだ ろ うに 。
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　人物 は三 人 。 いずれ もハ イカ ラ
ー

で 首を締め っ けられて い る 。 そ の 点で は 、 世間的因習
に首 まで つ か っ た仲間 で あ り、 三者 同列 ともみえ る。 しか し、 隅の 男女は狭い所で 直立 し、

膝まで だ して 奔放に踊 っ て い る 「は した な い 女」 を 、 見 る もけが らわ し い と い っ た様子 で
一
蹴 し 、 そ の こ とに対す るお互 い の 同意 を と りっ けよ うと して い る 。 そ うする こ とで 、 自

分た ちは 、 お下品な連中 とは人種が違 うの よ 、 と納得 しあ っ て い る様子。 それ に して も、

こ の 紳士、 淑女 の こ わば りは ど う した こ とか 。 そ れ に ひ きかえ 、 Jane　Avrilの生 きの良 さ。

　 トマ ス は変幻自在に視点を 変え る 。 絵の 中に い る観察者、
つ ま り、踊 り子をは した な い

とさげすむ紳士 、 淑女 。 更に 、 絵の 外に い る 、 詩人を含 めた絵を見て い る人 々
。 最初の 言

葉
“ Such．daring！

”
は 、 隅に い る二 人の 言葉 と して 記録 され た もの で あろ う。 しか し 、

絵の 外に い る者か ら見れば 「踊 り子 だけ」が生 き て い るよ うな印象 を受 ける。
‘‘
She　on ！y

”

と 、
二 語無

一
サを さ い た 気迫 か ら察すれ ば 、 踊 り子だ けが社会的因習を蹴 っ とば して 、 人

間本来の 生を生 きて い るん だ と 、 主張 して い るよ うに もとれ る 。 詩人 は誰を も裁い て い る

わけで はな い が 、 窒息 しそ うな片隅で 、 何や らひ そ ひそ話 しあ っ て い る紳士 、 淑女 ら しき

人 々 の こ わ ば っ た表情に
、 むきだ しの 膝を見て 見 ぬ ふ りをす る偽善を読み と っ て い る。

「そ の膝」 に誘われ て 「肉慾の 天国」 へ の 通行手形を手に入れ た い と思 う人 一
そ れ は見

て 見ぬ ふ りをす る当の おひ とで はない か ？上品ぶ る人 も売春宿 の 常連 も、 所詮 は同 じ コ イ

ン の 裏表 。 とすれ ば 、 定冠詞 ま で 添え られ た 例 の お 膝は 、 そ の 膝折 りまげ て 神 に祈 り、 ほ

ん もの の 天国 へ の旅券を手にす るよすが と もな る の で あ ろ う。

（6）

In　 groups

（図版 　 5）

　　 under 　the　tree，

none 　of 　them 　sorry

for　having　partaken

　　　　of 　its　knowledge ．

　図版 5 、
‘
Bazile： Family

Reunion
’

（BHj＞
，
　 P ，19） の

中に トマ ス が読 みと っ たもの

は 、 家庭的団欒とはほど遠い、

う とま しくも冷 え切 っ た親族

の 心象風景で あ っ た 。 こ こ に

も 「社会的因習に ど っ ぷ り漬

か っ た」上流社会 の 人々 の仮

面の 世界が あ る 。 そ の本質は 、

生 ける屍 の よ うな頽廃以 外の

何 もの で もな い が 、 それ と は

知 る由 もな く 、 そ こ に あ ぐら

をか い た ま ま時代の 変化 に取

り残 されて ゆく階級で あ る 。

　そ こ か ら入間の 罪 の歴史が始ま っ た 「知恵

の 木」 の 下で 、三 三五 五 、 坐 る人 、 立 っ 人 、

互 い に顔を見 つ め る で もな く、 まさ に そ の

「知恵」を分か ち も っ て しま っ た こ とを 、 悔

い悲 しむ そ ぶ りを示す者、ひ と りだ に い な い

一族再会の 絵図で ある 。 詩入は 「背景をだ し

抜 い て余 りあ る」
一

族の 人び と の豪華 な衣裳 に 目を見張る 。
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And 　 clothes ，　 clQthes ：

how　 they　outdo

　　their　background．

Their　looks　challenge

　 　 us 　to　find

絵 を読む 詩 9

　そ して 余りに も非 の 打ち ど こ ろが な い 見か

け の 世界を見て い る と 、 ア ラ探 しを した くな

る の は人情 とい うもの
。 チ ク リと

一差 し見舞 っ

て や りた くな る 。

where 　they　 failed．

We ユ1−dressed，　 well −

fed； their　servants

　　 are 　out 　of 　sight
，

snatching 　a　moment

　　　　to　beget　offspring

who 　 are 　 to　 overturn 　 all　 this．

　結構 な身な り、 結構な栄養 ；で も　使用人

が見あた らな い
。 何故だか 、 おわ か りか い ？

自分た ち の 主人で ある 、 もはや棺桶 の 中の 世

界で しか な い上流社会に と っ て か わ っ て 、 そ

れ ら一切を くっ がえ し、 や が て は次 の世界を

担うで あろ う自分 た ちの 子孫を残すため に 、

召使い た ち は 、 寸暇を惜 しん で 子づ くりに励

ん で い るん だ 、 と コ メ ン トす る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　以 上 、 「絵を読む詩」 33篇 の 中か ら数篇を採 りあげて み たが 、 視点を ひ ろげて 、 ト マ ス

が選ん だ33枚 の絵 の 選び方か ら 、 詩人が意図 して い た もの の 見取図を推 し測 っ て みた い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L αdy　with α Par αso ！で 始ま る

（図 版　 6）

連 作 の 第 2 は 、 Jongkind： The

Beα ch 碗 Sαinte−Ad 厂θs8θ （β册 V
，

P．15） で ある 。 第 3 は Moment ：

The 　Bas−Br6鶴 　Ro αd　（β狃 〉，

P ．17，図版 6）で あ る 。 序の 部 分

を構成 する と思われる、
こ れ ら三

作品で 、 中心 に な っ て い るもの は、

貴婦人 ら しき女性で あ り、 砂 に 埋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ぶね

もれ て ゆ く
一

艘の捨て小舟であり、

枯葉が 掩い っ くした一
本 の 道で あ

る。 光の 洪水の 中で 必死 に身を守

ろ うとす る女性。 空 と海 とが一掃

け の 青に染め られ た 中で 、そ の 空を 「棺桶 の蓋」 として 死を待つ 小舟 。 近代の 合理主義 か

らみ れ ば 、 「道」 とは 、 「少 しで も早 く」人 を目的地 へ 連れ て ゆ く交通 、 交流の 手段で しか

な い はず の もの が、 こ の 絵で は 、 ゆ るやか に 蛇行 して 、枯葉の 下 に時間を封 じ こ め て 静 ま

りかえ っ て い る 。

　こ う して み て くる と 、 中心に 置か れ たす べ て の 対象に漂 うもの は 、 孤独感、悲哀感 、 死

の 感覚で あ るか もしれ ぬ 。 こ れ ら序 とな る三 作 の あ と に 、 既 述 し た Bazille： Family

Reunion や M 。net ： The　B αlconbl（βHN ，　P．31） と い っ た 、 人 と人 との 心 の 通 い 路 が稀薄

な、家族で さえ もが 、 互 い に相手を遠 くか ら見て い る よ うな 世界が続 くと 、 人間関係の う
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と ま しさ 、 疎外感が強め られる 。
セ ザ ン ヌ の 「ト ラ ン プをす る人々 」 （Bff1＞，

　 P ．51） に し

て も 、
二 人 の 視線は 、 相ま じわる こ とはな い 。 Degas； The　Dancing α α8s （BHN ，　 P．37）

の 中の 老教師 は、若 い教 え子た ちか らは 、 全 く無視され て い るよ うだ 。

　 こ の よ うに、 トマ ス が選ん だ絵 、 そ の 絵に副え た読み を辿 っ て ゆ くと 、 み か けの 世界は

ど うで あれ 、 そ の 実相 に は、頽廃 した、す さんだ精神の 風景が浮か びあが っ て くる。 詩人

は 、 絵画が は らむ性的欲求に ま で 言及 し、 絵画 の 内面にか くされた 、 混迷 へ と向か うド ロ

ドロ の 情念 に ま で 踏み こ もうとす る 。 言 うな れ ば、 負な る もの へ の 傾斜を跡づ ける こ とが

で きる 。

8）
しか し、

こ の 「否定 の道」を、単な る ペ シ ミ ズ ム とす る こ と は 、 トマ ス の 場合、

誤 りで あろ う。 流行の 先端を ゆ くか と思え た貴婦人を 、 最 も根源的な女性像 、 デ ーメ ーテ ー

ル へ と変身 させ た ト マ ス は 、否定の 果て に見え て くる根源的な岩盤を求 めよ うとして い た 。

　 「読み」 とは 、 読む人 の 全人格的応答 である とすれ ば 、 「偏 っ た」 トマ ス の 読み か ら 、

　 　 　 　 　 　 　 ひ ず

こ の人 の精神 の 歪みを読み と る こ とは容易で あ る。 あ の 牧師は変 り者 で した よ 。 神学的に

み て も正統派で はあ りません ね
一

ト マ ス を知る多 くの 人々 の 口か ら洩れて きた人物評 は、

こ の 思 い が けな い 読み か ら も納得で きる。

　長い 間、貧 しい村落の 教区牧師 と して 、 社会 の 歪 み に圧 し潰され そ う に な っ て 生 きて い

る人 々 と共 に 歩ん で きた 。 けたた まし い バ イ ク の 音が ひび く文明の 王道か ら遙かに はずれ

た 、 と り残 され た道 の 教会で 生 きて きた 。 「道」 と は 、 超 ス ピ ー ドで 、 人 を 目的地 へ と い

ざ な うた め の も の で すか ？ 「橋」 とは、渡 るた め に ある もの で すか ？ （BllN，　P．49）人影

ひ とっ な い橋や 道を見て 、 彼 は呟 く。 更に は、「旅で
一番大切 な こ とは 、 目的地 に 着 くこ

と じ ゃ あ りませ ん 。 道すが ら、 花粉 をた くさん身に っ け て 、 家に 戻る こ と
。

そ して、そ の

花粉を、 精神を養うた め の 蜜 に した て あげる こ と で す」 （
‘Somewhere

’
，　L αborαtories　 of

the　Spirit，　P ．46） と言 う。

　 トマ ス は 、 文明が 無用 の も の と して 捨て て しま っ た負 の 遺産 を、人生 と い う旅 の 中で 、

背負い こ む 。 何故な ら、それか ら目を そ む けた ら 、 根源的な も の
、 本当の もの は何 も生 ま

れて こ な い 、 と知 っ て い た か らだ 。 負の 遺産 に こ そ 、 ほ ん と うに生 きて ゆ くた め の 甦え る

力が 温存さ れ て い る こ とを 、 見つ め て きたか らだ 、 不毛 な沼澤地 は無用な もの と して 埋め

られ 、 そ こ に原子力発電所 が建 つ
。 しか し、 トマ ス に と っ て 、 何よ りも気がか りなの は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お と な　　 　 　 　　 　 たけ

来年 も渡 り鳥 は戻 っ て くる だ ろ うか 、 と い うこ と 。
い い 大人が 、 身の 丈を越す ほ ど の

、 三

脚づ きの 観察機具を担い で 、 冬枯れ の 荒野をさまよ う。 （1998年、BBC テ レ ビが 制作 した

“ ARare 　Bird： R ．　S．　 Thomas
”

の映像の 大半は 、 渡 り鳥の 姿を求めて さま よ う老詩人 ・

牧 師の 姿で 占め られ て い る 。 ） まさ に 、 こ の 男自身が 、 現代社会の なか で は 「珍鳥」で あっ

た。

　稔り うすい過酷 な労働 に 見切りをつ けた農民は 、 父祖の地 を捨て 、都会 へ と流れ て ゆ く。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も の み　 ゆ さん

地元の 人 が去 っ たあ とに は、物見遊山の リゾート族が イ ン グラン ドか らや っ て くる 。 別荘

が建 っ
。 教区 もすたれ る 。

‘
emptY

’
な らまだ しも、 果た して 、 神は こ の 会堂に 住み給 う の

か 。 遠来 の渡 り鳥 の よ う に 、 飛来 し、 しば しで も羽根 を やすめ て くだ さ る の か 。 神住ま ぬ

会堂
‘
The　Empty 　Church’

となれ ば、教会とは石づ くり の棺桶同然 。 （Frequences ，　P．35）

ある じな き十字架 、

‘
un 七enanted 　Cross’

とは 、 焼き捨て られ て 然る べ き枯木に す ぎぬ で

はな い か 。 ト マ ス の 喪失感は 、 半端 じゃ なか っ た 。 （
‘Gone ’

，　Lαboratories　of 　 the　Spirtt，

P．55）だか らこ そ、無用 の 用 と して の 負 の 遺産に 、 世俗的常識に背を向 けて 、おろか と言

われ て も、 肩入れ した 。 失わ れて ゆ く母国語 に 、 破壊 され て ゆ く自然 に 、 更 に は 、 人 々 の
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心か ら 、 どん どん 蒸発 して ゆ く、 神 へ の 畏怖の 念 に 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （8）
　 　 　 ひす

　 こ の 歪み は 、 何 に 由来す る の だ ろ うか 。 牧師として 、 また 、 詩人 と して 、 トマ ス が置か

れ た 板ば さみ の 状態を考え て み よ う。

　 こ の 人 は ウ ェ
ー

ル ズ の血脈に っ なが る人で あ りなが ら、生涯 を英国国教会の 牧師 と して

生 きた こ と に な る 。 しか し、 Donald 　Davieが指摘 して い る よ う に 、

9）
ウ ェ

ー
ル ズ の 人 々

の 宗教的経験 は、 ウ ェ
ール ズ に 留ま っ て い る人に と っ て も、 外へ 出て い っ て しま っ た人に

と っ て も、 そ の 特徴は ℃hapel’ に あ っ て ℃hurch’に はな い、とい う点 だ 。
つ ま り 、 大

半の ウ ェ ー ル ズ の人 は 、 非国教会派 （non −Conformist）で あ り 、
バ プ テ ス トや メ ソ デ ス

トと い っ た 、 国教離脱派な の で ある 。 特に 、 ト マ ス もそ の ひ と りで あろ うが 、 ウ ェ
ー

ル ズ

固有の 文化 や言葉 、 父祖が伝 えた心性を大切にす る、い わゆ る民族主義者に と っ て は 、 英

国国教会 と は 、 ウ ェ
ー

ル ズ 固有の 文化や言葉を 、 イ ン グ ラ ン ドの そ れ に服従 させ 、 同化 さ

せ るため に 、 数世紀に わた っ て 行な われ きた English　Driveが 、教会 に まで 波及 した、流

れ の ひ とつ で あ ると把 えち れる。 従 っ て 御仕着せ の 教会で 、 トマ ス は生 きた こ と に な る 。

1°）

　そ れ は
、

トマ ス が 抱え続け た矛盾で あ っ た ろ う。 彼 は 、 若 き日 の 牧会生活 を 、 BBC の た

め に 書 い た 。 そ の 作品 の表題を 、 敢 え て 、
‘The　Minister ’

と した 。 国教会 の 牧 師に は使

わぬ 言葉で ある 。 自 らを、 御仕着せ の 教会の 牧師と して 登場 させ る の に は 、 しの びなか っ

た の か ？こ の 作品 に 登 場す る若 き牧 師は 、 カ ル ビ ン 張 りの 激 越 な説教を す る non −

Conformistで ある 。 非国教会牧師の假面を借 りて、自分が置か れ た 教区の 現状 、 牧会 の

真実 を曝けだ そ うと したもの か ？

　更 に不思議な こ とに 、 トマ ス は 、 自分が何故国教会 の 牧師に な っ た の か 、
っ い そ 、 そ の

経緯を語ろ うと は しな い ． 推測に よれ ば 、 幼 くして 両親 を亡 くした ト マ ス の母親が引 きと

られ育て られ た 、 叔父 に あ た る人が 、国教会 の牧 師で あ っ た
。 従 っ て 英国式 の 教育を受け

た トマ ス の母 は、国教会の 牧師の 生活の 経済的、社会的メ リ ッ トに つ い て は 、 十分承知 し

て い た 。

11）

船乗りで あ っ た夫との 間に トマ ス を もう けたが 、 当然 の こ とな が ら留 守が ち の

夫に か わ っ て 、 病弱な息子の 教育は 、

一
切 、 母 の裁量 に 委ね られた 。 夫 は難聴の た め に 若

くして 船をお りた 。 不 甲斐な い 夫 との 、 対話 の乏 しい生活の なか で、ひ とり息子に託す る

夢は ひ ろが る 。 聖職者へ の 道 は 、 そ の 夢の 実現で あ っ た 。 しか し、 こ れ もま た面 白 い こ と

に、これ ほどまで にイ ン グラ ン ドに こ だわ っ た 、 教育マ マ に つ い て 、 息子 トマ ス は多 くを
　 　 　 　 　 　 　 おか

語 らぬ 。 む しろ 「陸に あが っ た途端 に 溺れた」
’2｝

不甲斐な き船乗 りへ の 思 い を綴 っ た詩篇

の 方が 多 い の で あ る 。

　しか し、牧師職 とい う こ と に なれ ば 、 vocation と もcalling と も言 われ るよ うに 「神の 呼

び声 に 召 され た」職業 と して 、 召命感 もあ っ たろ うと思 うが 、 L αboratories　of 　the　Spirit

（p．50）に 収め られ た
‘The　Calling’ （召命） は、次の よ うに書 きだ され る 。

And 七he　 wQrd 　carne 　　 was 　it　a　god

spoke 　 or 　 a 　 devil？ − Go

to　 that　lean　parish ； let　them 　 tread

on 　your　drearns； and 　Iearn　silence
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is　 wisdom ．　 Be　alone 　with 　yourself

as 　they　are 　alone 　in　 the　cold 　room

of 　 the　 wind ，1、isten　 to　 the　 earth

mumbling 　the　monotonous 　song

of 　the　soil ； Iam 　hungry，　 I

am 　hungry
，
　in　spite 　of 　the　red 　dung

of 　this　people．　 See　therrl　go
one 　by　one 　through　that　dark　door

wi 七h 七he　crumpled 　ticket　of 　your　prayers

in　their　hands．　 Share　their　distraught

joy　at 　the　dropPing　of 　their　inane

children ，

　た しか に 、 言葉は聞 こ え た 。 「行け 、 あの痩せ こ けた
、 教区へ 」「お前の

、 伝道 しよ うと

い う結構な夢 を、あ の 信仰 な ど、ど うで もい い 教区の 人 々 に 、 踏 み つ け さ せ るが い い 」

　た しか に 、 聞 こ え は し したが 、 「話 し手は 、 神だ っ た の か 、 悪魔だ っ た の か ？」 牧師と

して の 体裁をっ くり 、 信仰心 あふ れた 、 お きまりの 言葉で 、 自らの 「献身」を語 る人 々 が

多 い な か で 、
こ れ ほ ど 、 と ん で もな い 表現で

、 自らの 召命を語 っ た 人 は
、 お そ らく少な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な りわ い

の で はなか ろ うか 。 言葉を も っ て生業 とす る職業に就 こ うとす る人 に 「沈黙」 こ そ 「英知
　 　 　 　 　 　 　 　 　 き と

で ある と心得 よ」 と諭す と は 、 まさに 悪魔 の 囁 きか ？こ の 貧 し い 教区 は 、 人間が ひ もじい

ばかりか、大地 まで もが腹 をすか して い る 。 「大地 に耳 を っ けて、土 が 口 ご もる単 調 な歌
　 　 　 　 　 　 　 おい　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　ひ　 　 　 　　 　 　 　　 　 くそ

を聴い て み ろ ：俺 らひ も じい ん だ 、 土地者が放りだす赤い糞なん か喰 ら っ た っ て 、 ひ もじ

い んだ 。 」 「お前 の 手 の な か で 、 くし ゃ くし ゃ に 揉 まれ た 、 祈 りと い う通行手形を も っ て 、

暗い戸 口 を出て ゆ く人々 を見 よ」「愚か な子供を産 み落 とす時の 、あの 人た ちの 、 と り乱

した喜び を、 お前も共有す るが よ い ……」

　こ の 詩 は 、 各連に わ た る句またが り （enjambment ）の ため に 、 切 りた く て も切れ な い

まま、こ の、神の もの と も悪魔 の もの とも判 じが た い 、 召命の 声は続 くの で あ る 。 ウ ＝
一

ル ズ 人 トマ ス は 、 御仕着せ の教会で 司式 を し、説教を し、 聖餐 の式 を執 り行な っ た。 そ れ

だ け に 、 礼拝と は 、 彼に と っ て 、 地域社会 の 交流 の 場 とか、社会的、政治的な共同体 の 集

会 の延長 に はな らな っ た 。 宗教的意義を もっ もの
、 ただ それ だ け の た め に ある もの だ っ た。

ア バ ダ ロ ン で の
、

こ の 牧師の 奇矯な ふ る ま い 一 礼拝後 も教会員と の 世間話を避けて 、 ひ

と り、 別 の 小さな教会で 祈 っ て い た とい う行動の 根拠 もこ こ に ある 。 教会を世俗的社交の

場にせ ず 、 霊 と真実 を もっ て す る礼拝 の 場に 近づ けよ うと した。

　 トマ ス の 絵 の 読み が
、 表層を突 き抜 けて 実体に迫る岩盤発掘 の 読み で あ っ た と同様 に 、

牧師 トマ ス は 、 因習化され た御仕着せ の 礼典 、 形骸化 した表層を貫い て 、 「只 ひ と り神の

前 に立 つ 」 とい う最 も根源的な礼典 の 岩盤に た ど りつ い た 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　牧師 トマ ス が置かれた板ば さみ状態 は 、 詩人 と して も同様で あ っ た 。 1972年、H ’

rrz．以降、

トマ ス の 詩に対す る不評 は 、 英語国民に と て っ て は耳 ざわ りな 「句ま たが り」に集中した 。

詩 （verse ） とは 、 本来 、

一行 ごとに完結 して次行 へ と 「め ぐ っ て 」 ゆ くべ き もの
。 そ れ

を、か くも無節操 に句 またが りを乱用す る こ とは、最小単位の 形式 の完成を も否定す る も

の 、 形式か らの逃避で あ ると批判され た 。

　しか し、 後注 （10）で も触れ た よ うに、何世紀に も渡 っ て父祖の言葉を禁 じられ た入は 、

こ こ で も御仕着せ の 言葉で しか詩を書 く こ とが で きない
。 自分が表現媒体 と して 使わざる

をえ ぬ言葉 に 対 して 、 それ を使 うこ と自体が不幸 で あ り、 呪 い で す らあ る と思わ ざ るを え

ぬ 詩人が い た と した ら、 そ の 人が 「自ら」 の 詩を書 く行為とは ど の よ うな もの で あっ た か ？

考え ざ るをえ な い
。

　確立 された もの に対する トマ ス の 反 目は 、 既に絵の 読 みを通 し、 また牧会 の あ り方 を通

して 、 あ きらかだ が 、 詩 の 場合で は 、 確立 され た 、 美 し い とされる表現 の とり くず しに あ

らわれ た 。 英語本来の 美質 と して 歓迎 され て きた優雅 さ
一

そ れだ けに 、 もの わか りの よ

さ 、 人 あた り の よさ はあ っ て も、 表層をなぞ るだ けで しかない 美質に対抗 して、 トマ ス は

敢え て 、 ぎくしゃ くとした句またが りをprosody の 中心 に据え て 、勝負 した 。 よ り根底 を

曝 けだす 、 硬質 の美 を発掘 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きし

　そ れ は二 っ の 民族の 軋み の なか で 苦しん だ人間が さ ぐりあて た鉱脈 で あ っ た
。

こ の 岩盤

に 立 っ て 眺め る世界は 、 人間の 歴史 の 営為の はか な さ を教え 、 人間が で っ ちあげた縄張 り

や規格の むな しさを教え る。 残された頁で 、 こ の 視界 に うっ る融通無碍の 2枚の 絵を 「読

ん で 」稿を閉 じた い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）

　Gauguin；The　Alyscαrnps 　at　Arles （図版 7．BHN ，　p59） とMone 七：Rouen　Cathedrα1，

Full　Sunshine（BH2 ＞，　p73 ）で ある 。 前者 は廃墟 と化 した教会 の 「外 へ 」、 後者 は 、 光 降

り注 ぐ大聖 堂正面 を捨て て 、 「暗い 内部へ 」 と 、 人 を い ざ な う。

　前者 は 、 そ こ に宗教性な ど読み とれそ うもな い
、 写実的風景を伴 っ た人物画の よ うに み

え る 。 Bazinは 、 しか し、 背 景 の 建物 は 、
　 St．H 。 nDrat の 教 会 の 廃墟 だ と明記 す る 。 （op ．

cit ，　p．222）廃墟 と化 した教会堂 に、詩人 は、今 日 に おけ る精神 の頽廃を読 み と っ た の か 。

次 ペ ージ に原文と図版を掲げよ う。

　冒頭の 短 い 感嘆 の 言葉
‘
Shining　morning ！

’
は 、 「長 い 間の 因習 に 従 っ て 、 引 きず りこ

まれた」暗 い、 じめ じめ した会堂の 中で 、教理 で 「か た め られ た」 ミサ に参列 して い た の

で もあろ うか 。 「三 位一体」の よ うな婦人達が、今や 、 朝の 光降 り注 ぐ 「外」 な る 自然 へ

と解 き放たれ た 時の
、 目の 眩むよ うな感動 の 表現で あろ う。 ミサ で 使われた ロ

ー
ソ ク の よ

うに 、 三 人の ご婦人方は 、 因習や伝統で
F
か た ま っ て しま っ た 。 」 こ の 着想を トマ ス は最

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−−

ラ リント

後ま で 押 し通す。 硬直 した 、 教会内部で の 聖礼典 に対 して 、 「生命 の 水」 鮮烈 に流 れ 、 タ

ネ入れ ぬ 聖餐の パ ン の よ うに 、パ リパ リとした 木 の 葉生 い 繁 る 「自然 の 聖礼典」 を語 る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

14 明星大学研究紀要
一
人文学部

一 Na41

Shining　morning ！

A　trinity　of 　figures

coming 　from　Mass ？ They

have　the　stiffness　of　candles ．

The　century
’

s　convention

drew 　 them 　 inside；but　 out

here，　 pure　as 　the　sky ，

蛤 the　living　 water
，
　 and 七he　leaves

over 　 them 　have　 the　crispness

of 　 bread．　 Art 　 is　 a 　 sacrament

in　itself．　 Now 　 that

the　angelUS 　iS　Silen 七

（図版　 7 ）

the　brush−strokes 　go　Qn

calling 　 from　 the　 canvas
’

s

airier 　 beユfries

七〇　the　celebration 　of 　colour ．

Ro 崑θn （Jathedrαi
，
　Fuli　Sunshine

But　deep　 inside

are 　the　chipped 　figures

with 　 their　budgerigar　faces
，

asQrt 　 of 　divine

humQur　 in　collusion

with 七ime．　 Who 　 but

God　can 　improve

by　distortiOn？

　　　　　　　　　 There　 is

aStOne 　twitter　ng 　ln

the　cathedral 　branches
，

the　excitement 　of　migrants

newly 　arrived 　from　a　tremendous

P「esence ・

　　　　　　　 We 　have　no 　food

for　 them 　 bu−t　 our

prayers．．　Kneeling　we 　drop　Qur

crumbs ，
　 aPologising

for　their　dryness，　 afraid

to　look　up 　in　the　ensuing

silence 　in　case　 they　have　 flown．

　 しか し、 第 3 ス タ ン ザ後半か ら、 詩人は 、

もうひ と つ の サ ク ラ メ ン ト、 芸術 とい う聖礼

典 を 重 ね る
。 ケ ル ト的 心 性 の 三 段 重 ね

（七riad ）で あ る 。 聖母 マ リア の 受胎告 知 を告

げ る ア ン ジ ェ ラ ス の 鐘が沈黙 して い る こ ん な

時代 に 、 画家 の絵筆の 「ひ と掃け」 （stroke ）

がキ ャ ン バ ス とい う鐘楼か ら 「鐘 をな ら し」

（s 七roke ）続け．て 、 色彩 の 祝宴 へ と人 を 招 い

．

て や ま ぬ
、 と結ぶ 。 神を畏 れ敬 うこ と に 関 し

て 、 こ れ ほ ど冷淡に な っ た時代 、 世俗の 精神

が神の 言葉 に耳を とざ した時代に は芸術が喚

起する想像力に こ そ 、 う しなわれ た もの を補

い 恢復す る希望を見 い だ そ うとす る 。

　もうひ とっ の モ ネの 作品 『ル ーア ン大聖 堂』

は 、 光がす べ て の 関心事だ っ た時代 の作 品で

ある 。 トマ ス は 、 しか し、 前作 とは対蹠的に 、

「外」の
一

切を捨 て て 、い きな り、「会堂 の 内

部深 く」へ と入 っ て ゆ く。 （従 っ て 、 絵 は不

要で ある 。 実際Later　Poems に転載さ れた時、

絵 は省か れ た 。 ）

　寺院の 奥深 くに は セ キ セ イイ ン コ の 顔を し
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こぼ

た 、 欠け の あ る彫 りもの が あ る。 寄る年波で 毀たれた とこ ろ に、何 とも言えぬ、神 々 し い
　 　 　 　 　 　 　 　 こ わ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ 　く　　　　　　　　　　　　　　　 な ん ぴと

ユ ーモ ア が ある。 毀す こ とで 、 更 にすば らしい もの を創造るな ん て 、 神以外の 何人がで き

るだ ろ うか ？

　 セ キ セ イ イ ン コ は 、
ゴ シ ッ ク風 の建物 に似合 っ た彫刻様式で もあろ う 。 しか し、 こ の 言

葉が次の ス タ ン ザ で 鳥
一

般を喚起 し、更 に は 、 は るばる と長 の 旅路を渡 っ て きて 、 今や っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まろ うど

と憩 い の 枝を見つ けた渡 り鳥、 T
一遠来の 賓客、神 の 訪 れへ と深ま っ て ゆ く。

聖堂の 柱の　枝わ か れ した先に は　石づ くりの
、 さえず る もの が い る。 人智で は測 りが

た い 　遙か 　か なた に 居 ます方 の み もと　か ら、 は るばる と飛ん で きて 、今 しが た 　た

どりつ い た　渡 りの もの たちの　安堵の 思い 。 さめ や らぬ昂奮 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かて

　 しか し、長い 旅路を い の ちが けで 来て くだ っ た こ の 鳥に 、 われ らがそ の 糧 と して さしだ

せ る パ ン はない
。 ある もの は 、 た だ 、 祈 りとい うパ ン 屑 だけ 。 跪 き、 それ を撒 く。 それ す

らもパ サ パ サ で 、 詩人は 「ご免ね」 とあ や ま る 。

　乾 い た パ ン 屑 とは、われ らの 祈 りと信仰の 枯渇に ほか な らな い
。 待ち どお に して い た珍

鳥 の 飛来を前に して 、 牧師 ・詩人 は自らの 信仰の 不毛 を詫びる 。 そ して 渡 りの もの 達が 、

や が て 皆 、 飛び去 っ て 雲間に消え行 くと き、 しじまの なかに鳥影を追 うて 空を見 あげ る時
　 お そ れ

の恐怖 を語 る 。

　神と人と の
、 もろ くも くず れや すい

、 束の 間の ま じわ り。 そ の 喜 び 、 そ の尊 さ、 そ の あ

や うさを 、 トマ ス は 、 こ うい う形で 綴 っ た 。 ト マ ス の 非正統性を云 々 す る人 はキ リス ト論

の欠如を な じる で あろう。 しか し、 神の ひ とり子 と して 、 神 と人 とを へ だ て る限 りな い時 ・

空を越え て 飛来 し、 す べ て の者 と幕屋を 共に し、 十字架の 死と復活と い う、 人を贖 うた め

の すべ て の わ ざを成就 して 天 に戻 っ て い っ たキ リス トの 生涯 を、 ト マ ス は、こ ん な小 さな

一篇の詩 に 託 した 。 こ の 詩人 ・牧師 は 、 自らが背負 っ た板ばさみ の なか で 、 体にあわ ない

だぶ だ ぶ の服 の よ うな教理 や権威 に い う ど られ た説教を残 して は い な い
。 詩 と い う言葉 の

絵を借 りて、芸術の サ ク ラ メ ン トを捧げた の で ある 。

c注）

1）
‘The　 Making 　 of　 a　 Poem ’

（1968）Selected　 Prose，　 ed ．　 by　 Sandra　 Anstey （Poetry

Wales　 Press，　 Bridgend，1983）pp．110−111，
2） トマ ス 夫妻が隠棲 した Sarn−y−Plasとは 、

　 Sarn　the　MansiQn の 意 。　 Keating三姉 妹 の 好意

　で 提供さ れ た 。 巨石が そ の ま ま家の
一

部を形成 し、 原生林に掩われ て い る 。

3）三 っ の Painting−Poems と は 、 即 ち The　 Breαd　 o／ Tr“th （1963） に あ る　
‘Souillac： L α

　Sacrifice　 d
’Abraham ’

とLaboratories　 of 　the　 Spirit （1975） に あ る 　
’
Degas ： WVom αn

　Combing ’
と

‘Veneziano ； the　Annunciation’で あ る。

4 ） Hele血 Vendler，
‘R ．S．Thomas 　 and 　 Painting’，　 The　 Page ’

s　 Drift’ R 、S．Thonz αs αt

　Eighty，　ed ．，　by　M ，Wynn 　Thomas （Bridgend： Seren　Books ，1993） p ．57、以下 Vendler

　と略記す。

5）
‘“Probings”： An　Interview　with 　 R ．S．Thomas ’

［with 　 Ned　 Thomas］，　 Planet，　 NQ ．80

　（1990），pp28 −52

6） Michael　Levy，　From 　Giotto　to　Ceε anne ； AConctse 　History　o！ Painting （Thomas

　and 　 Hudson，
　 London ，1962）p ．290

7）　Elaine　Shepherd，　R ．S．Thom αs ：　Conceding　an 　Al ）sence 　　　Jmages 　oブ　God 　Exploreal

　（Macmillan ，
1996） p．15．以 下 Sheρherd と略記 す 。
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8）James　A ．Davies，
“‘Pessimism 　and 　Its　Counters’：Between　ffere　and 　No ω and 　After”

　Mir αculous 　SimpJicity： Essays　 on 　R ．S．Thornαs ，
　 ed ．，　 by　 William　 V ．Davis

　（Fayetteville： University　of　Arkansas 　Press，1993）pp ．225−243
9） Donald　Davie，

‘R ．S，Thomas ｝
s　PQetry　of　the　Church　of 　Wales

’
Ibid．，　pp．127−139

10）English　Drive の 歴史を略記す れ ば、1534年 Church　of　England の 成立。 1536年イ ン グ ラ

　　ン ドに よ る ウ ェ
ール ズ統合 。

エ ド ワ
ー

ド 8 世に よ る ウ ェ
ール ズ語禁止令。しか し、 ウ ェ

ール ズ

　の 人 々 は公用語が わ か らぬ の で 礼拝 もまま な らぬ 。そ こ で 教会内 だ け は ウ ェ
ール ズ 語 が 許 さ れ

　た 。
エ リザ ベ ス 1世は ウ ェ

ー
ル ズ語 に よる聖書の 翻訳を命ず る 。 こ れを成 し遂げた の は、山ふ

　か い教区をあずか っ て い た
一

人 の 牧師 William　Motgan （1545−1604）で あ っ た。1588年 の こ

　とだ 。 以来、1967年 ウ ェ
ー

ル ズ語 が公用語 として 認め られ る ま で 、400年もの 間、 こ の 言 葉 は

　教会 内で の み、生 き残 っ た こ と に な る 。

11）Justin　Wintle に よ れば 、 1920年代当時、 大きな
．
教区 の 牧師 ともな れば、 教師の 2倍 3倍の

　報酬1が あ っ た 、 　と い う 。 Furio“s ・rnteriors
，

− Wales，　 R ．S．　Thonzαs αnd 　 God （Harper

　Collins，　 London ，1996）　P．114
12）

‘Ap 　Huw ’
s　Testarnent’Collected　Poems ，1945−1990 （J．M ．Dent ，　London ，1993）p ，83

　こ の 拙論は 、 本誌37号 （2001年 3月刊），39号 ，40号 と書 きっ い で きた断章 の 続き で あ る 。 R ．S．
Thomas の 詩業の 全容を掲げ、文中め不備を補 うこ ととす る 。

The　Stones　 oプthe　Fiel（i （Carrnarthen： The　Druid　Press，1946）．
An 　Acre　o／Land （Newtown ： Montgomeryshire 　 Printing　 Co．，1952），
The　Minister （New もown ： Montgomeryshire 　Printing　CQ．，1953）．
Song α‘ the　Yeα〆s　Turning： Poems ，ヱ942−1954 （London ： Hart −Davis，1955）．
Poetry ／br　Supper （LQndon ： Hart −Davis，1958）．
Tares （LOndon ： Hart −Davis ，1961），
The β rθα （i　o ／Truth （London ： Hart −Davis，1963）．
Piet（Σ （London ： Hart −Davis，1966）．
Not 　Thαt　He 　Broug〜lt　Floω ers （LondQn ： Hart−Davis，1968）．
H ’

m （LondQn ： Macmillan，1972）．
yo醐 g　and 　Old （LondQn； Chatto＆ Windus ，1972），
Selec亡ed 　Poe 肌 s，1946−1968 （London ； Hart−Davis，　 MacGibbon ，1973），
What　isα Welsh〃zan ？ （1」landybie： Christopher　Davies，1974），
L αうor αtories　oμ んθ Sρirit（London ： Macmillan ，1975）．
The　 Way 　o∫ft （Sunderland： Goelfrith　Press，1977）．
Freq “encies （London ； Macmillan

，
1978）．

Between　ffere　and 　1＞oω （London ： Maemillan ，1981），
Lα亡θrPo 餬 s ，1972−1982（LondQn ： Macmillan ，1983）．
D ε8亡inations（Halford ； Celandine： Press，1985）．
ingrowing　 Tんoughts （Bridgend： Poetry　Wales 　Press，1985），

轟 ρθ跏 乙θπ加 gwith αn 　 Amen （London ： Macmillan ，1986）．
Welsh　Airs （Bridgend： Poetry　Wales　Press，1987）．
The　Echoes　Return　SJoω （London ： Macmillan ，1988）．
Counterρσint （Newcastle　upon 　Tyne ： Bloodaxe　Books

，
1990）．
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